
自治体クラウド推進本部 有識者懇談会における主な論点とその対応策について

（主な論点） （今後）

1-1 カスタマイズの制約

1-2 セキュリティ対策

1-3 データの表現形式の標準化

2-1 住民サービスの向上効果

2-2 組織・業務改革効果

2-3 情報化コスト削減効果

3-1 導入促進に係る論点

3-2 導入フレームのあり方に係る論点

4-1 シングル・サインオン等のシステ

ム間連携

4-2 IPv6への対応

4-3 クラウド導入により期待される

最適化社会の論点整理

Webによる行革可能性検証や自治体クラウド
実証事業の成果を踏まえ、方向性を提示

セキュリティガイドライン（案）を提示

データや外字について標準化の方向性を提示

2-1～2-3についての留意事項を「クラウドへの

移行時における検討事項（仮称）」としてとりま
とめ、提示

3-1～3-2について論点整理
メリット、デメリット等

地域情報プラットフォーム、「地方自治体への
クラウド導入の全国的展開に必要な連携基盤
等に係る実証実験（平成23年度予算要求
中）」における効果確認

一定の方向性を提示

一定のビジョンを提示

業務改革に併せて、各自治体において個別
に検討

「実運用試験」(平成22年度事業)等で裏付け

作業部会を設置し、早急に標準化作業開始
（→平成23年度事業で移行ソフトの開発）

「検討事項」を踏まえ、各自治体で効果を
試算し、課題を抽出

各自治体における効果試算等に基づき、
具体的な導入を推進

各自治体における効果試算の前提として
活用

調達事項等に反映

平成23年度事業や、各自治体の効果試算
等の取組を踏まえビジョンの具体化

（中間とりまとめで方針を提示）

１．クラウド導入に係る課題について

２．クラウド導入に併せた業務改革関係

３．クラウドの全国的導入の仕組み関係

４．関連する施策
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